
中医協「第 286 回 総会」                    2014/11/19 

DPC 高額薬剤の追加を了承 

 

 中医協・総会（会長：森田朗・国立社会保障・人口問題研究所所長）は 11月 19日、DPC

の高額薬剤に下表の医薬品を加えることを了承した。 

 追加されたのは、「リツキサン注 10mg/mL」〔一般名：リツキシマブ（遺伝子組換え）〕、「ア

イリーア硝子体内注射液 40mg/mL」〔一般名：アフリベルセプト（遺伝子組換え）〕などで、

これら高額薬剤を使用した患者のうち、指定された診断群分類に該当する場合は DPC 対象

外となり、高額薬剤だけでなく他の治療費も出来高算定となる。 

 なお、「ボシュリフ錠 100mg」（一般名：ボスチニブ水和物）は「ダサチニブ水和物」の類

似薬として薬価が設定されていることから、「130010 急性白血病」「130050 慢性白血病、

骨髄増殖性疾患」の「ダサチニブ水和物」による分岐に追加されることも了承した。 

 

銘柄名 成分名 会社名 効能・効果

リツキサン注10mg/mL リツキシマブ（遺伝子組換え） 全薬工業
難治性のネフローゼ症候群（頻回再発型あるいは
ステロイド依存性を示す場合）

アイリーア硝子体内注射液40mg/mL アフリベルセプト（遺伝子組換え） バイエル薬品 病的近視における脈絡膜新生血管

ブイフェンド錠50mg
ブイフェンド錠200mg

ボリコナゾール ファイザー

小児に対する下記の重症又は難治性真菌感染症
・侵襲性アスペルギルス症、肺アスペルギロー
マ、慢性壊死性肺アスペルギルス症
・カンジダ血症、食道カンジダ症、カンジダ腹膜
炎、気管支・肺カンジダ症
・クリプトコックス髄膜炎、肺クリプトコックス症
・フサリウム症
・スケドスポリウム症

ブイフェンド200mg静注用 ボリコナゾール ファイザー

小児に対する下記の重症又は難治性真菌感染症
・侵襲性アスペルギルス症、肺アスペルギロー
マ、慢性壊死性肺アスペルギルス症
・カンジダ血症、カンジダ腹膜炎、気管支・肺カン
ジダ症
・クリプトコックス髄膜炎、肺クリプトコックス症
・フサリウム症
・スケドスポリウム症

ミレーナ52mg レボノルゲストレル バイエル薬品 月経困難症
エルプラット点滴静注液50mg
エルプラット点滴静注液100mg
エルプラット点滴静注液200mg

オキサリプラチン ヤクルト本社 治癒切除不能な進行・再発の胃がん

オプジーボ点滴静注20mg
オプジーボ点滴静注100mg

ニボルマブ（遺伝子組換え） 小野薬品工業 根治切除不能な悪性黒色腫

ボシュリフ錠100mg ボスチニブ水和物 ファイザー
前治療薬に抵抗性又は不耐容の慢性骨髄性白
血病

ブイフェンドドライシロップ2800mg ボリコナゾール ファイザー

下記の重症又は難治性真菌感染症
・侵襲性アスペルギルス症、肺アスペルギロー
マ、慢性壊死性肺アスペルギルス症
・カンジダ血症、食道カンジダ症、カンジダ腹膜
炎、気管支・肺カンジダ症
・クリプトコックス髄膜炎、肺クリプトコックス症
・フサリウム症
・スケドスポリウム症

バニヘップカプセル150mg バニプレビル MSD

セログループ1〔ジェノタイプⅠ(1a)又はⅡ(1b)〕のＣ
型慢性肝炎における次のいずれかのウイルス血
症の改善
(1)血中ＨＣＶ ＲＮＡ量が高値の未治療患者
(2)インターフェロンを含む治療法で無効又は再燃
となった患者

ミダフレッサ静注0.1％ ミダゾラム アルフレッサファーマ てんかん重積状態

ジーラスタ皮下注3.6mg ペグフィルグラスチム（遺伝子組換え） 協和発酵キリン
がん化学療法による発熱性好中球減少症の発症
抑制

ホメピゾール点滴静注1.5g「タケダ」 ホメピゾール 武田薬品工業 エチレングリコール中毒、メタノール中毒
ザノサー点滴静注用1g ストレプトゾシン ノーベルファーマ 膵・消化管神経内分泌腫瘍
マブキャンパス点滴静注30mg アレムツズマブ（遺伝子組換え） サノフィ 再発又は難治性の慢性リンパ性白血病

DPCの高額薬剤追加が了承された医薬品　(適用は官報告示日からとなります)

　DPC対象外となる診断群分類は割愛しております。
　なお、詳細につきましては、官報告示後、弊社ホームページ内でご案内いたします。

●2014年8月29日、9月19日、9月26日に新たに効能追加された医薬品、2014年9月2日、9月5日に公知申請が受理された医薬品及び2014年11月25日に薬価収
載を予定している医薬品
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■14成分が 11 月 25 日に新規薬価収載 

会合では、医薬品 14成分 15 品目を 11 月 25 日に薬価収載することも了承している。な

お、このうち「コムプレラ配合錠」（一般名：リルピビリン塩酸塩／エムトリシタビン／テ

ノホビル ジソプロキシルフマル酸塩）は、新薬の処方日数 14 日制限の適用から除外され

ることとされた。 

 

銘柄名 規格単位 会社名 成分名 算定薬価
新薬収載希望者による

市場規模予測
最初に承認
された国

ベルソムラ錠15mg
ベルソムラ錠20mg

15mg1錠
20mg1錠

MSD スボレキサント
89.10円
107.90円

内119 その他の中枢神経系用薬（不眠症用薬）
ピーク時（10年度）
　　　　：140万人、
　　　　　190億円

米国

リクシアナ錠60mg 60mg1錠 第一三共
エドキサバントシル酸塩
水和物

758.10円 内333
血液凝固阻止剤（非弁膜症性心房細動患者に
おける虚血性脳卒中及び全身性塞栓症の発症
抑制用薬）

ピーク時（10年度）
　　　　：19万人、
　　　　　220億円

日本

アグリリンカプセル0.5mg 0.5mg1カプセル
シャイアー・ジャパ
ン

アナグレリド塩酸塩水和
物

774.40円 内429 その他の腫瘍用薬（本態性血小板血症用薬）
ピーク時（10年度）
　　　　：2,200人、
　　　　　17億円

米国

ボシュリフ錠100mg 100mg1錠 ファイザー ボスチニブ水和物 3,791.00円 内429
その他の腫瘍用薬（前治療薬に抵抗性又は不
耐容の慢性骨髄性白血病用薬）

ピーク時（10年度）
　　　　：1,700人、
　　　　　54億円

米国

ブイフェンドドライシロップ2800mg
40mg1mL(懸濁後の内
用液として)

ファイザー ボリコナゾール 1,328.30円 内617
主としてカビに作用するもの（重症又は難治
性真菌感染症用薬）

ピーク時（4年度）
　　　　：2,500人、
　　　　　17億円

米国

バニヘップカプセル150mg 150mg1カプセル MSD バニプレビル 2,812.00円 内625
抗ウイルス剤〔セログループ1（ジェノタイ
プⅠ(1a)又はⅡ(1b)〕のC型慢性肝炎におけ
るウイルス血症改善用薬）

ピーク時（2年度）
　　　　：3,500人、
　　　　　32億円

日本

ミダフレッサ静注0.1％ 10mg10mL1瓶
アルフレッサファー
マ

ミダゾラム 3,340円 注113 抗てんかん剤（てんかん重積状態用薬）
ピーク時（5年度）
　　　　：9,800人、
　　　　1億5,000万円

日本

ジーラスタ皮下注3.6mg 3.6mg0.36mL1筒 協和発酵キリン
ペグフィルグラスチム
（遺伝子組換え）

106,660円 注339
その他の血液・体液用薬（がん化学療法によ
る発熱性好中球減少症の発症抑制用薬）

ピーク時（8年度）
　　　：5万7,000人、
　　　　　205億円

米国

ホメピゾール点滴静注1.5g「タケダ」 1.5g1瓶 武田薬品工業 ホメピゾール 137,893円 注392
解毒剤（エチレングリコール中毒、メタノー
ル中毒用薬）

ピーク時（10年度）
　　　　：50人、
　　　　　2,800万円

米国

ザノサー点滴静注用1g 1g1瓶 ノーベルファーマ ストレプトゾシン 42,531円 注421
アルキル化剤（膵・消化管神経内分泌腫瘍用
薬）

ピーク時（4年度）
　　　　：130人、
　　　　1億5,000万円

米国

マブキャンパス点滴静注30mg 30mg1mL1瓶 サノフィ
アレムツズマブ（遺伝子
組換え）

89,254円 注429
その他の腫瘍用薬（再発又は難治性の慢性リ
ンパ性白血病用薬）

ピーク時（4年度）
　　　　：30人、
　　　　　7,000万円

米国

グラナテック点眼液0.4％ 0.4％1mL 興和 リパスジル塩酸塩水和物 451.00円 外131 眼科用剤（緑内障、高眼圧症用薬）
ピーク時（10年度）
　　　　：25万人、
　　　　　76億円

日本

タプコム配合点眼液 1mL 参天製薬
タフルプロスト／チモ
ロールマレイン酸塩

1,060.00円 外131 眼科用剤（緑内障、高眼圧症用薬）
ピーク時（10年度）
　　　　：5万人、
　　　　　32億円

日本

コムプレラ配合錠 1錠 ヤンセンファーマ

リルピビリン塩酸塩／エ
ムトリシタビン／テノホ
ビル　ジソプロキシルフ
マル酸塩

5,817.80円 内625 抗ウイルス剤（HIV-1感染症用薬）
ピーク時（10年度）
　　　　：2,000人、
　　　　　41億円

米国

薬価収載一覧表　(2014年11月25日　収載予定)

薬効分類

※中医協の資料を基に作成  

 

■第 20回医療経済実態調査に向け議論開始 

 中医協総会に先立って行われた調査実施小委員会（小委員長：野口晴子・早稲田大学政

治経済学術院教授）では、第 20回医療経済実態調査の実施に向けた議論を開始した。 

 調査は 2015 年 6 月中に行い、同年 10 月下旬に結果報告を行う予定。公立病院の会計基

準が見直されることへの対応や、回答率と有効回答率の乖離の解消などを論点に挙げてお

り、2015年 2月まで検討を行うとした。 
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